
SMOKAが目指すもの(2018.07; 2020.01内部用)

観測データは天文学研究を支える基盤であり、また、
ある時刻のある場所の宇宙の姿をある方法で捉えた唯一無二のものである、
という考え方の下、SMOKAは以下の目的 を通じて天文学の健全な発展
に貢献すべく日々運用と開発に努めています。

１）観測者とは異なった発想・目的や解析方法、観測者が対象としなかった天体や波長、
あるいは、複数の時間／波長／天体のデータの組み合わせなどによって新たな研究成果を
創出すること。

２）研究成果の検証を可能にすること（研究成果が画期的なものであればあるほど検証が
可能であることが求められると思われる）。

３）観測計画の立案、研究テーマの発案、ソフトウエアの開発・試験、教材の開発、
データ解析の実習、演習や自由研究、など様々な活用によって研究・教育活動を
進めること。

４）観測者が早期に論文をまとめるための動機（圧力）となる。

５）観測所が観測装置やデータ解析のドキュメントを整備するための動機となる。

特に（２）と（１）のためには生データであることが重要ですので
SMOKAでは生データ（＊）を提供しています。

また、SMOKAは上記の目的に向けて日々の円滑な運用（＠）を実現するとともに、
できるだけ多くの観測データをできるだけ早く、かつ、効率的な検索機能と解析や利用の
際に有用な情報を添えて提供すべく、新たな観測装置データの組み込み（＃）を観測所や
観測装置グループとの緊密な連携の下で随時進めています。

（＊）SMOKAで提供している「生データ」は、FITSヘッダに記載された情報の修正や
欠落情報の追加と、（一部の観測装置データについては）位置較正を施したものです。
修正・追加された事項はヘッダ中に明示されています。

（＠）利用者の方々の支援、計算機システム（WEBやDBなど）の保守監視、観測データの
追加作業（データ転送やデータの確認などとそれらに関わる様々なトラブルへの対応）、
などを行っています。また、新機能や効率化のための開発も進めています。

（＃）観測データ公開の前提となるＦＩＴＳファイル形式やヘッダ辞書（ヘッダ各項目の
定義と説明）の策定、ドキュメントや各種情報の整備、などに参画するとともに、DB構築や
検索機能、データ請求機能などの追加を含むSMOKAの改造を行っています。

（補足）すばる望遠鏡など多くの観測所（望遠鏡／観測装置）の建設／製作や運用は、校費や
運営費交付金や科学研究費補助金などの国民の税金を財源とする経費でその多くを賄われています。
それによって生産された観測データを観測者だけにとどまることなく、
多くの人が研究や教育に利用できるようにすること,それもSMOKAの使命であると考えています。

https://smoka.nao.ac.jp/about/mezasuInternal.ja.jsp
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（再解析）の例検証

測者；観

Observations of Fragments Split from Nucleus 
B of Comet 73P/Schwassmann-Wachmann 3 
with Subaru Telescope* 
Tetsuharu Fuse, Naotaka Yamamoto, Daisuke Kinoshita, Hisanori Furusawa, Jun-ichi Watanabe 
Publications of the Astronomical Society of Japan,
 Volume 59, Issue 2, 25 April 2007, Pages 381–386,

のデ タをー SMOKA から取得、再解析；

2006 Fragmentation of Comet 
73P/Schwassmann-Wachmann 3B observed 
with Subaru/Suprime-Cam

MasateruIshiguro FumihikoUsui YukiSarugaku MunetakaUeno

Icarus  Volume 203, Issue 2, October 2009, Pages 560-570

測者論文のデ タ解析には問題がある、云 。。。観 ー 々

javascript:;
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S001910350900205X#!
https://www.sciencedirect.com/science/journal/00191035
https://www.sciencedirect.com/science/journal/00191035/203/2
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S001910350900205X#!
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S001910350900205X#!
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S001910350900205X#!
javascript:;
javascript:;
javascript:;
javascript:;


ハワイ観測所

三鷹
MASTARS2

STARS2
岡山天体物理
観測所(旧)

東広島天文台東工大
MITSuME

木曽観測所

１８８ｃｍ かなた望遠鏡
岡山５０ｃｍ

明野５０ｃｍ

１０５ｃｍシュミット

すばる望遠鏡

観測データの流れ 2018.09.18改訂
2020.01.22改訂(内部用）
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SMOKA Archive Archive Status
The number of the frames including SMOKA archive. 2020/01/27 07:51(JST)

Instruments Total Number Total Size(GB)
SUBARU Telescope

Suprime-Cam 1181473 19236.78
FOCAS 172169 1010.21
HDS 127239 1015.99
IRCS 427103 1646.65
OHS 175548 345.20
MIRTOS 7432 44.41
COMICS 93810 1607.34
CIAO 153748 563.13
CAC 5916 9.52
MOIRCS 230812 5149.23
Kyoto-3DII 5416 27.63
HiCIAO 145239 2261.48
FMOS 25156 3640.39
Hyper Suprime-Cam 8378038 142033.15
CHARIS 19105 2223.09
IRD 730 11.43

SUBARU Total 11148934 180825.65
Okayama Astrophysical Observatory

SNG 40734 10.09
OASIS 9824 1.24
HIDES 298785 4735.79
ISLE 221646 792.04
KOOLS 26523 16.96
MuSCAT 323450 635.41

Okayama Total 920962 6191.52
KISO Observatory

1KCCD 62354 118.58
2KCCD 193470 1513.09
KWFC 1299104 8593.93

KISO Total 1554928 10225.59
MITSuME

Akeno 6499856 13371.86
Okayama 5256380 10812.08

MITSuME Total 11756236 24183.94
KANATA Telescope

HOWPol 462522 3113.28
HONIR 237010 3216.18

KANATA Total 699532 6329.46
NAYUTA Telescope

NIC 177698 695.87
NAYUTA Total 177698 695.87

All Observatories Total 26258290 228452.02
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データ請求の処理＝DCM(DataCopyManager)の働き
2018.09.18改訂
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Web
Mail
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並列化されている。

データ請求



SMOKAの宿命（いろいろな相手）；

● 測 置が多く（３０個＋もうすぐ２個追加観 装 ）、多彩である。

　それぞれに特長があり、FITSヘッダキ ワ ドも異なる。ー ー
　その上、ある時に、構造や機能が改造／ されたり、増強
　デ タフォ マットが えられたりもする。ー ー 変
　　　　　　　　例：　HIDES　 ＞　ーー HIDES－F
　　　　　　　　　　　FOCAS　 ＞　ーー FOCAS－IFU　
　　　　　　　　　　　MOIRCS　 ＞　ーーー MEF化
　それらにそれぞれ していかねばならない。対応
                   　

● 測所ごとに方針、デ タ管理の仕組み、力の注ぎ具合、など観 ー
　事情が異なり、それぞれに していかねばならない。対応

● 測所（運 側として最大の観 営 成果をあげたい）、

　 測 置グル プ／ 測者（自分たちが成果をあげたい）、観 装 ー 観
　 究者（あらゆる素材を使って成果をあげたい）、研
　といった立場や考え方が違う３者にそれぞれ していかねばならない。対応



SMOKAの宿命（誤りや欠落はできるだけ直す）；

●人間は必ず誤りを犯す。そしてしばしば忘れる。

●何かを決めたらそれだけで、

　　　誰かがそれを 行する。実
　　　皆それを守る。

　という妄想を抱きがちである。

●面倒な事は避けたいと思うし、あたり前のことは見落としがちである。

●望遠鏡や 測 置のトラブルは必ずや起きる。観 装

●望遠鏡や 測 置にはそれぞれの限界（問題）がある。観 装

それらの結果として、

デ タ 送など 測デ タの扱いに問題が生じたり、ー 転 観 ー
FITSヘッダ上の情報の誤りや欠落が起きたりする。

測デ タの公開を阻む事項は せねばならないし、観 ー 対処
測デ タを利用する上で必須な事項、重要な事項は観 ー

修正／補 を行うべきである。填
SMOKAでは確認（ 見）した上で、発
できる限り や修正／補 を行っている（あきらめる場合もある）。対処 填



SMOKAの宿命（ 測デ タの公開を促すべし）；観 ー

なかなか公開されない 測デ タもある。観 ー

測デ タの公開を躊躇する根底には、観 ー

●他人の 測観 デ タは使いたいが自分たちのデ タは使われたくない。ー ー

●ある程度の成果が出るまでは 測観 デ タを公開したくない。ー

という意識があることを今でも く感じる。もちろん、強

● 測デ タ（の観 ー FITSヘッダ上の情報）や、ドキュメント、デ タ解析ー
　の整備が不十分である。そのための 力や時間が足りない。労

●「陶芸家が不本意な作品を割る」ように、自分が作った 測 置から観 装
　生み出された 測デ タを公開するには不本意な箇所観 ー が っている。残

の類が主であろう。SMOKAはこれらを 測所や 測 置グル プと観 観 装 ー
協力して克服していかねばならない。



SMOKAの理念と現 ；実

★SMOKAの理念：

　天文 の健全な 展のためには（動機や 緯は何であれ）、学 発 経
　ともかく 測デ タを公開すべきである観 ー 。

　それにもとづいて SMOKAはできるだけ多くの 測デ タを観 ー
　できるだけ早期に公開すべく な努力をしてきている。様々

　　　　　　　その一環：各 測所との定期的打ち合わせを行う観 。

　　　　　　　　　　　　「FITSの手引き」を３年に一度作成する。

○本 は、来 測所が定めた 測デ タを、 測所が定めた期日に、観 観 ー 観
　そのまま（手を加えずに）公開すれば良いはず（＃）なのだろうが、

　現実はそこからだいぶ遠く、

　SMOKAが相 の手をかけて公開を 現している当 実 のが （＊）であり、実状
　はからずも SMOKAの存在意義が絶えることなく している。継続

（＃） 測所側が観 FITSル ルのチェックやデ タのチェックなどを行い、ー ー
　　　重要な項目の修正や補 、品質の評 など填 価 を行う。　

（＊）このような 況状 の下にあっては、SMOKAメンバ には計算機のー
　　　素養だけではなく、天文 の知識、 測やデ タに する学 観 ー 関 経験
　　　などが く求められてい強 る。

　　　なお、SMOKAの運用 開 メンバ は長らく・ 発 ー ５人であったが、

　　　昨年４月から７月と１１月から１２月までの間２人となり、

　　　多くの仕事をやり している。今年２月から４人 制に るが、残 体 戻
　　　新人が 力なるまでには少 の時を要する。戦 々



SMOKAが言い置くこと；

MOKAの開 開始＝１９９４年２月２３日発
SMOKAの運用開始＝２００１年６月１日

長年「誰かが礎とならねば大局は動きようがない」ということで

やってきた。のだが、まだまだ「大」にはなっていないか、、、、、

SMOKAが滅びようが、 立天文台が衰退しようが、国
天文 の健全な 展を第一に考えて学 発

測デ タの公開観 ー は進めていくべきである。

そして、

測デ タをいずれ観 ー 公開するのであれば、

測 置が動き出す時、あるいは、動き出す前から準備すべきであり、観 装
その方が後から するよりもずっと である。対応 楽

測デ タが相 量観 ー 当 蓄積された後に公開しようとすると

膨大な手間と時間をかけなければならなくなることが多い

（原理的、または、 際的に、 現実 実 不可能であることもある）。
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